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１． 研究テーマの現状 

 JMTI (2017) によると、日本へのムスリム観光

客（以下ムスリムで統一）の数は 2016 年には 70 万

人を超え、2020 年以降は 140 万人に達すると見込

まれ、ムスリムは増加傾向にある。 

 ムスリムは宗教上、食事に関して厳格な規律が

あり、ハラル、ハラム、シュブハといった 3 つの

カテゴリが存在する。ハラルとは主に野菜や魚な

どの食べられる食品、ハラムとは豚やアルコール

といったイスラム法により厳格に禁止された食品、

どちらにもなりうる食品がシュブハである。 

 独自調査（n=68）によると、ムスリムの 100%が

旅行の目的に日本食が含まれる。一方で、約 70％

が利用できる店を見つけられず、期待していた日

本食の食数を満たせなかったことが分かっている。

こうしたムスリムの多くは外食の際、ハラル認証

店を探している。 

 ハラルグルメジャパン（2024）によると、全国で

ハラル認証店は 162 軒、その中で日本食店は 27 軒

（独自調査も含めると 73 軒）しか存在しないこと

が分かった。ハラル認証の日本食店が少ない理由

は 2 つある。1 つ目は、ハラル認証を取得するため

には高額な費用がかかることである。日本観光学

会（2015）によると、認証は 200 万円から 600 万

円に要すると言われている。2 つ目は、ハラル認証

の基準が複数存在することである。一般社団法人

ハラル・ジャパン協会（2024）によると、①原材料、

②管理環境・製造ライン、③従業員教育、④管理体

制の項目を満たすことが必須であるとされている。 

 以上のことから、ハラル認証の日本食店が少な

いことによってムスリムが日本食店を利用できて

いないことが分かった。 

 

２．調査内容 

私達は、「ハラル認証の日本食店が少ない中で、

どうすれば日本食を満喫できるのか？」というリ

サーチクエスチョンを立て、2024年 4月から計 215

人のムスリムへ半構造化インタビューを行った。 

その結果、旅行中にレストランを検索し、認証店

が見つかったときのみレストランで日本食を食べ

られていることが分かった。一方で、認証店がみつ

からないときに利用している食事方法は 2つある。

1 つ目は、「トルコ料理店などのイスラム圏のレス

トランを利用する場合」である。2 つ目は、「コン

ビニ商品などの原材料から自己判断して食事をす

る場合」である。後者からムスリムは、「原材料が

分かれば、認証店以外の日本食店を利用できるの

ではないか？」という仮説を立てた。検証のため

に、まずどのようなニーズがあるのかを原材料の 3

つの観点を基にムスリムを A〜Dの 4タイプに分類

した。 
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図表 1：ムスリムのタイプ分類 

A はハラル認証店でしか食事をしない厳格なム

スリムで、B、C、D はハラル認証店以外の既存の日

本食店でも食事ができるムスリムである。 

独自調査（n=57）によると、B、C、D のようなム

スリムは全体の 53％であると分かった。しかし、

B、C、D のムスリムは認証店以外の日本食店に行き

着くことができていない。ヒアリングから、ムスリ

ムは日本食店のメニューの原材料に関する情報収

集が出来ていないことが分かった。 

 

３．分析 

 

図表 2：既存のツール分析 

その原因を特定するために、ムスリム向けツー

ルの分析を行った。その結果、既存のツールで取り

扱う店舗はハラル認証店の紹介がメインであり日

本食の掲載店舗は少数であることが分かった。ま

た、認証店以外の原材料に関する情報の取り扱い

がないことが分かった。そのため、レストランの原

材料を検索できるムスリム向けのサービスが必要

であると考えた。 

 

４．施策提案 

 原因分析を基に、ムスリム個人の条件に合わせ

た日本食レストランを検索できる Web アプリ

「Muslim Friendly Guide」を提案する。想定して

いるターゲットは、アルコールが含まれる調味料

を食べられる C である。この施策ではピクトグラ

ム機能とマップ機能があり、ムスリムは施策を利

用することで、メニューごとの原材料を確認して

個人の条件と比較し、現在位置の付近にあるレス

トランを発見することができる。利用手順として、

礼拝堂に配置した施策の QRコードを撮ることで施

策に接続することができる。 

 

５．今後の展望 

 2024 年 12 月までレストランへの掲載交渉、ム

スリムへの満足度調査を行い、2025 年 2 月からサ

ービス開発、2025 年 4 月にサービス開始を目指

す。 
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